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（百万円未満切捨て） 
１．平成23年11月期第2四半期の連結業績（平成22年12月1日～平成23年5月31日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年 11月期第2四半期 69,360 7.4 1,493 13.3 1,534 17.0 1,144 77.6
22年 11月期第2四半期 64,597 4.6 1,318 6.1 1,311 19.1 644 72.4

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

23年 11月期第2四半期 29.77 ― 
22年 11月期第2四半期 16.76 ― 

 
（２）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 1株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

23年 11月期第2四半期 99,492 27,460 26.4 683.24
22年 11月期 97,549 26,482 25.9 657.84

（参考）自己資本    23年11月期第2四半期 26,271百万円       22年11月期 25,296百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金    
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   
22年 11月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00   
23年 11月期 ― 5.00   

23年 11月期(予想)   ― 5.00 10.00   

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：有・無 

 
３．平成23年11月期の連結業績予想（平成22年12月1日～平成23年11月30日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭

通  期 128,000 2.2 1,250 71.4 1,250 32.4 450 107.5 11.70

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：有・無 

 



 

４．その他  （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ：有・無 
   （注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動となります。 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有・無 
   （注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有・無 

② ①以外の変更 ：有・無 
  （注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に

係る会計処理の原則・手続、表示方法の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年11月期2Ｑ 40,338,708株 22年11月期 40,338,708株

② 期末自己株式数 23年11月期2Ｑ 1,887,657株 22年11月期 1,884,280株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年11月期2Ｑ 38,452,196株 22年11月期2Ｑ 38,459,349株

 
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点におい

て、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は実施中であります。 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定

の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、デフレの影響や厳しい雇用情勢が続くなか、東日本大震災に

より甚大な被害が発生し、経済活動が急速に落ち込むなど、先行きが一段と不透明な状況となりました。   

  当社グループを取り巻く環境につきましては、ＬＰガスをはじめとする原料価格の上昇や、企業の低調な設備投

資に加え、東日本大震災の影響で、自動車関連産業を中心とした部品供給の不足などによる工場稼働率の低下など

が、事業活動に影響を及ぼしました。 

 このような状況のなか、当社グループは、前連結会計年度より運用を開始した統合顧客システム、さらには体験

型ショールーム機能を持つ店舗「サーラプラザ」の活用を通じて、お客さまとの関係を深め既存事業を強化すると

ともに、環境・新エネルギー関連事業にも積極的に取り組みました。 

 業績につきましては、エネルギーサプライ＆ソリューション事業における原料価格の上昇に合わせたＬＰガス、

石油製品の販売価格の改定、エンジニアリング＆メンテナンス事業での設備、土木分野を中心とした完成工事の増

加などが、売上高増加の主な要因となりました。 

 この結果、売上高は前年同期比7.4％増の69,360百万円、売上総利益は前年同期比1.3％増の15,833百万円となり

ました。販売費及び一般管理費は、減価償却費の増加などがあり、前年同期比0.2％増の14,340百万円となりまし

た。営業利益は前年同期比13.3％増の1,493百万円、経常利益は前年同期比17.0％増の1,534百万円となりました。

四半期純利益は、特別利益として補助金収入を計上したことなどにより、前年同期比77.6％増の1,144百万円とな

りました。 

    

 セグメント別の概況は次のとおりです。  

 なお、第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年3月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年3月21日）を適用しています。このため、前年同四半期連結累計期間のセグメント別売上高及び営業利益

を新たな基準に組み替えて比較対象としています。なお、数値につきましては、13ページ記載の４．補足情報をご

覧ください。 

  

エネルギーサプライ＆ソリューション事業 

売上高34,000百万円（前年同期比4.1％増）、営業利益1,616百万円（前年同期比2.3％減） 

工業用を中心にＬＰガスの販売量は減少しましたが、原料価格の上昇を受けＬＰガス、石油製品の販売価格を改

定したことにより、売上高は増加しました。利益面では、原価の上昇に加え、統合顧客システムの運用開始や、サ

ーラプラザ浜松のオープンに伴う減価償却費の増加などがあり、営業利益は減少しました。 

  

エンジニアリング＆メンテナンス事業 

売上高14,571百万円（前年同期比20.0％増）、営業損失13百万円（前年同期は営業利益24百万円） 

企業の設備投資が依然として低水準で推移するなど、厳しい受注環境が続くなか、設備、土木分野を中心に完成

工事が増加したことにより、売上高は増加しました。利益面では厳しい受注条件を反映し、利益率が低下したこと

により、営業損失となりました。 

  

カーライフサポート事業 

売上高6,165百万円（前年同期比3.4％増）、営業利益271百万円（前年同期比68.5％増） 

  輸入車部門において、新型車の投入効果のほか、お客さまのニーズに合わせたきめ細かな営業活動、付加価値の

高い提案や、アフターセールスの強化に努めました結果、売上高、営業利益ともに増加しました。  

  

アニマルヘルスケア事業 

売上高11,109百万円（前年同期比8.0％増）、営業利益132百万円（前年同期比4.5%増） 

  畜産分野は、東日本大震災の影響を受けた東北支店の売上高が減少したものの、全体としては堅調に推移しまし

た。ペット関連分野は、首都圏の事業活動が順調に成長し、療法食を中心に売上高が増加しました。以上により、

売上高、営業利益ともに増加しました。  

  

ホスピタリティ事業 

売上高1,172百万円（前年同期比12.0％増）、営業損失255百万円（前年同期は営業損失361百万円） 

 ホテルアークリッシュ豊橋のブライダル部門を強化したことにより、売上高は増加しました。また、業務効率

化によるコスト削減の効果もみられ、営業損失は縮小しました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債、純資産の状況 

（資産） 

資産は99,492百万円と、前連結会計年度末と比較して1,942百万円増加しました。これは主に、「現金及び預

金」が2,213百万円増加したこと、「商品及び製品」が1,027百万円増加したことに対し、「有形固定資産」が減

価償却などにより1,024百万円減少したことによるものであります。 

（負債） 

負債は72,032百万円と、前連結会計年度末と比較して964百万円増加しました。これは主に、「支払手形及び買

掛金」が1,096百万円増加したこと、「短期借入金」が420百万円増加したこと、「退職給付引当金」が167百万円

増加したことに対し、「流動負債のその他」が755百万円減少したことによるものであります。 

（純資産） 

純資産は27,460百万円と、前連結会計年度末と比較して977百万円増加しました。これは主に、「利益剰余金」

が四半期純利益により1,144百万円増加し、配当の実施により192百万円減少したことによるものであります。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営業活動による資金

の増加2,976百万円、投資活動による資金の減少1,027百万円、財務活動による資金の増加265百万円となり、あわ

せて2,213百万円増加いたしました。この結果、当第２四半期連結会計期間末の資金は9,108百万円となりまし

た。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得した資金は、2,976百万円（前年同四半期は1,715百万円の資金の獲得）となりました。こ

れは主に、「減価償却費」1,862百万円、「税金等調整前四半期純利益」1,542百万円、「仕入債務の増加額」

1,096百万円などの増加要因と、「たな卸資産の増加額」1,063百万円、「売上債権の増加額」962百万円などの減

少要因によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、1,027百万円（前年同四半期は1,773百万円の資金の使用）となりました。こ

れは主に、「有形固定資産の取得による支出」1,294百万円、「貸付けによる支出」255百万円、「無形固定資産

の取得による支出」214百万円などの減少要因と、「貸付金の回収による収入」628百万円などの増加要因による

ものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果獲得した資金は、265百万円（前年同四半期は691百万円の資金の使用）となりました。これは

主に、「長期借入れによる収入」1,500百万円、「短期借入金の純増額」420百万円などの増加要因と、「長期借

入金の返済による支出」1,354百万円などの減少要因によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の連結業績予想につきましては、平成23年１月13日に公表しました業績予想に変更はありません。  
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１.簡便な会計処理 

①棚卸資産の評価方法 

 当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、一部実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。  

２.四半期連結財務諸表作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１.会計処理基準に関する事項の変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ 百万円減少しており、税金等

調整前四半期純利益は 百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変

動額は 百万円であります。 

２.表示方法の変更 

(四半期連結損益計算書) 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の

用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５

号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示し

ております。 

  

２．その他の情報

2

36

79
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,108 6,894

受取手形及び売掛金 19,040 18,593

商品及び製品 4,610 3,583

仕掛品 1,738 1,696

原材料及び貯蔵品 167 150

繰延税金資産 644 710

その他 3,162 3,649

貸倒引当金 △432 △461

流動資産合計 38,039 34,818

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 18,998 19,479

機械装置及び運搬具（純額） 2,428 2,581

導管（純額） 2,400 2,543

土地 22,555 22,558

建設仮勘定 26 38

その他（純額） 3,379 3,612

有形固定資産合計 49,788 50,813

無形固定資産   

のれん 744 824

その他 2,477 2,688

無形固定資産合計 3,222 3,513

投資その他の資産   

投資有価証券 3,414 3,394

長期貸付金 443 458

繰延税金資産 2,319 2,253

その他 2,884 2,988

貸倒引当金 △619 △689

投資その他の資産合計 8,442 8,405

固定資産合計 61,453 62,731

資産合計 99,492 97,549
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年11月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 15,364 14,268

短期借入金 19,210 18,790

1年内返済予定の長期借入金 4,208 3,508

未払法人税等 403 281

賞与引当金 792 1,203

役員賞与引当金 7 7

完成工事補償引当金 16 16

工事損失引当金 148 88

ポイント引当金 95 87

その他 5,939 6,694

流動負債合計 46,187 44,945

固定負債   

長期借入金 16,125 16,679

繰延税金負債 180 178

退職給付引当金 5,592 5,424

役員退職慰労引当金 445 479

修繕引当金 23 21

資産除去債務 81 －

その他 3,397 3,339

固定負債合計 25,844 26,121

負債合計 72,032 71,067

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,025 8,025

資本剰余金 9,019 9,019

利益剰余金 10,025 9,073

自己株式 △950 △949

株主資本合計 26,118 25,168

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 152 128

評価・換算差額等合計 152 128

少数株主持分 1,188 1,185

純資産合計 27,460 26,482

負債純資産合計 99,492 97,549
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年12月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年12月１日 
 至 平成23年５月31日) 

売上高 64,597 69,360

売上原価 48,968 53,527

売上総利益 15,628 15,833

販売費及び一般管理費 14,310 14,340

営業利益 1,318 1,493

営業外収益   

受取利息 14 10

受取配当金 20 17

負ののれん償却額 0 0

持分法による投資利益 － 85

その他 246 181

営業外収益合計 282 296

営業外費用   

支払利息 245 224

持分法による投資損失 21 －

その他 21 30

営業外費用合計 289 254

経常利益 1,311 1,534

特別利益   

固定資産売却益 27 47

投資有価証券売却益 0 －

貸倒引当金戻入額 － 25

退職給付制度終了益 － 31

補助金収入 － 314

事業譲渡益 － 22

受取損害賠償金 80 －

特別利益合計 109 441

特別損失   

固定資産除売却損 29 24

投資有価証券評価損 64 56

減損損失 144 11

退職給付費用 － 306

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 33

特別損失合計 238 432

税金等調整前四半期純利益 1,181 1,542

法人税、住民税及び事業税 310 387

法人税等調整額 150 △7

法人税等合計 461 380

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,162

少数株主利益 76 17

四半期純利益 644 1,144
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年12月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年12月１日 
 至 平成23年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,181 1,542

減価償却費 1,799 1,862

減損損失 144 11

のれん償却額 185 174

負ののれん償却額 △0 △0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 33

貸倒引当金の増減額（△は減少） △23 △98

賞与引当金の増減額（△は減少） △455 △410

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4 △0

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △2 0

工事損失引当金の増減額（△は減少） 50 60

ポイント引当金の増減額（△は減少） 10 8

退職給付引当金の増減額（△は減少） 60 167

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △100 △33

修繕引当金の増減額（△は減少） △6 2

受取利息及び受取配当金 △34 △28

支払利息 245 224

持分法による投資損益（△は益） 21 △85

固定資産除売却損益（△は益） △1 △30

投資有価証券売却損益（△は益） △0 －

投資有価証券評価損益（△は益） 64 56

売上債権の増減額（△は増加） △31 △962

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,280 △1,063

仕入債務の増減額（△は減少） 1,049 1,096

その他 △887 768

小計 1,985 3,296

利息及び配当金の受取額 41 37

利息の支払額 △260 △233

法人税等の支払額 △188 △169

その他 136 45

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,715 2,976
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年12月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年12月１日 
 至 平成23年５月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,342 △1,294

有形固定資産の売却による収入 98 115

無形固定資産の取得による支出 △531 △214

投資有価証券の取得による支出 △3 △1

投資有価証券の売却による収入 5 －

貸付けによる支出 △354 △255

貸付金の回収による収入 421 628

その他 △67 △5

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,773 △1,027

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 10 420

長期借入れによる収入 500 1,500

長期借入金の返済による支出 △908 △1,354

自己株式の売却による収入 0 －

自己株式の取得による支出 △2 △1

配当金の支払額 △192 △193

少数株主への配当金の支払額 △10 △13

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △88 △91

財務活動によるキャッシュ・フロー △691 265

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △749 2,213

現金及び現金同等物の期首残高 9,028 6,894

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,278 9,108
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 該当事項はありません。   

  

 ［事業の種類別セグメント情報］ 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年12月１日 至 平成22年５月31日） 

 （注）１．事業区分の方法 

 当社グループの事業区分の方法は、商品（製品及び役務を含む）の種類、性質等を勘案し、下記「２」の

事業に区分しております。 

２．各事業区分の主要商品・製品・役務 

３．追加情報 

 前第２四半期連結累計期間  

  （事業区分の変更） 

 従来、子会社におけるガス配管工事事業につきましては、「エネルギーサプライ＆ソリューション事業」

に含めて表示していましたが、第１四半期連結会計期間より、「エンジニアリング＆メンテナンス事業」に

含めて表示することに変更しました。 

 この変更は、同事業を今後需要が見込まれる太陽光発電をはじめとした新エネルギー機器の設置からメン

テナンスまでの一貫した工事体制のもとに展開するため、「エンジニアリング＆メンテナンス事業」に属す

る設備工事事業と統合したことに対応したものであります。  

 この結果、従来の方法に比べて「エンジニアリング＆メンテナンス事業」の当第２四半期連結累計期間の

売上高は1,413百万円（うち外部顧客に対する売上高は738百万円）増加し、営業利益は31百万円減少してお

り、「エネルギーサプライ＆ソリューション事業」の売上高は766百万円（うち外部顧客に対する売上高は

738百万円）減少し、営業利益は57百万円増加しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  

エネルギ
ーサプラ
イ＆ソリ
ューショ
ン事業 
（百万円） 

エンジニ
アリング
＆メンテ
ナンス事
業 
（百万円） 

カーライ
フサポー
ト事業 
（百万円）

アニマル
ヘルスケ
ア事業 
（百万円）

ロジステ
ィクス事
業 
（百万円）

ホスピタ
リティ事
業 
（百万円）

その他の
事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は
全社 
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                                                     

(1）外部顧客に対する

売上高 
 30,958  11,826 5,962 10,283 1,341 1,312 2,912  64,597 － 64,597

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高 

 759  794 41 1 1,501 45 729  3,874 (3,874) －

計  31,717  12,620 6,004 10,285 2,843 1,357 3,641  68,471 (3,874) 64,597

営業利益又は営業損

失（△） 
 1,628  54 161 126 212 △405 △118  1,659 (341) 1,318

事業区分 主要事業 

エネルギーサプライ＆ソリュー

ション事業 
ＬＰガス、石油製品、高圧ガス及び関連機器の販売等 

エンジニアリング＆メンテナン

ス事業 

土木工事、建設工事、建設用資材の製造・販売、設備工事、設備メン

テナンス、情報通信関連設備工事等 

カーライフサポート事業 輸入自動車・国産自動車の販売・整備等 

アニマルヘルスケア事業 動物用医薬品、畜産用機器の販売、動物用飼料添加物の製造・販売 

ロジスティクス事業 石油類輸送、一般貨物運送等 

ホスピタリティ事業 ホテル、料飲事業等 

その他の事業 割賦販売及びリース、資産賃貸、自動車部品製造、その他 
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［事業の種類別セグメント情報］ 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年12月１日 至 平成22年５月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

［海外売上高］ 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年12月１日 至 平成22年５月31日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

［セグメント情報］ 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。 

当社グループは、主にエネルギーサプライ＆ソリューション事業、エンジニアリング＆メンテナンス事

業、カーライフサポート事業、アニマルヘルスケア事業、ホスピタリティ事業を行っており、各セグメント

における主要な連結子会社が、包括的な戦略を立案し、事業活動を行っております。また、当社は連結子会

社の包括的な戦略の立案について、指導・支援を実施しております。 

従いまして、当社グループの報告セグメントは、連結子会社の各会社を基礎とした事業別のセグメントか

ら構成されており、「エネルギーサプライ＆ソリューション事業」、「エンジニアリング＆メンテナンス事

業」、「カーライフサポート事業」、「アニマルヘルスケア事業」、「ホスピタリティ事業」の５つを報告

セグメントとしております。 

  

報告セグメント別の製品及びサービスは次のとおりであります。 

エネルギーサプライ＆ソリューション事業……ＬＰガス、石油製品、高圧ガス及び関連機器の販売、石油

類輸送、一般貨物運送、資産賃貸等 

エンジニアリング＆メンテナンス事業…………土木工事、建設工事、建設用資材の製造・販売、設備工

事、設備メンテナンス、情報通信関連設備工事等 

カーライフサポート事業…………………………輸入自動車・国産自動車の販売・整備等 

アニマルヘルスケア事業…………………………動物用医薬品、畜産用機器の販売、動物用飼料添加物の製

造・販売 

ホスピタリティ事業………………………………ホテル、料飲事業等 
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

 当第２四半期連結累計期間（自 平成22年12月１日 至 平成23年５月31日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車部品製造、割賦

販売及びリース等を含んでおります。 

   ２．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額 百万円には、セグメント間取引消去 百

万円、全社費用 百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。 

   ３．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行ってお

ります。  

   

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 当第２四半期連結累計期間（自平成22年12月１日 至平成23年５月31日） 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

 「エンジニアリング＆メンテナンス」セグメントにおいて、閉鎖を決定したコンクリートプラントの

事業用資産グループについて、固定資産の帳簿価額を減損損失として、特別損失に計上しております。

 なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては 百万円であります。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

  （単位：百万円）

  

報告セグメント

その他

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３ 

エネルギー

サプライ＆

ソリューシ

ョン事業 

エンジニア

リング＆メ

ンテナンス

事業 

カーライフ

サポート事

業 

アニマルヘ

ルスケア事

業 

ホスピタリ

ティ事業 
計

売上高                     

外部顧客への売

上高 
 34,000  14,571  6,165  11,109  1,172  67,021  2,339  69,360  －  69,360

セグメント間の

内部売上高又は

振替高 
 719  577  34  2  14  1,348  423  1,772  △1,772  －

計  34,720  15,149  6,200  11,112  1,187  68,369  2,763  71,132  △1,772  69,360

セグメント利益又

はセグメント損失

（△） 
 1,616  △13  271  132  △255  1,751  26  1,777  △284  1,493

△284 159

△443

11

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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 前第２四半期連結累計期間のセグメント別売上高及び営業利益を報告セグメントに組み替えると、以下のとおりにな

ります。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年12月１日 至 平成22年５月31日） 

（単位：百万円）

  

４．補足情報

  

報告セグメント

エネルギーサプ

ライ＆ソリュー

ション事業 

エンジニアリン

グ＆メンテナン

ス事業 

カーライフサポ

ート事業 
アニマルヘルス

ケア事業 
ホスピタリティ

事業 
計

売上高             

外部顧客への売上高  32,674  12,141  5,962  10,283  1,047  62,109

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
 823  887  41  1  16  1,770

計  33,497  13,028  6,004  10,285  1,063  63,879

セグメント利益又はセグメント損

失（△） 
 1,654  24  161  126  △361  1,605
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